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Figure 1  Location of the Islamic town sites in 

























18 〜 19 世紀のコールカルバと同じ時代の陶
器片が表採された。




















住 し て い た Abudulla Ahmad Said (P.O.Box 11028 
Masafi, Fujairah, 050-484-3919) が案内してくれた。
マサフィ砦 Masafi Fort (N25° 17′ 48″ -51″ , E56° 09′
21″ -20″ )
　北緯 25° 17′ 55″ , 東経 56° 09′ 31″に農園際に建つ泥
レンガ積みの大きな家が廃墟となって残る。ナツメヤ
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Figure 2  Fort of Fujairah Emirate.
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シ農園と住宅地域の境目に泥レンガ積みの砦がある。
北緯 25° 17′ 48″ -51″ , 東経 56° 09′ 21-20″に厚く堆積
した泥山があり、塔部分のみ泥レンガ積みの状態がみ
える。塔は円形であるが、崩れたため３本の柱が建つ
















に家跡が広がり、Palace(N23° 04′ 48″ , E56° 13′ 22″ ), 




























好家 Mohammed bin Salim がマドハで採集した陶磁
器片を見学した。13 世紀の緑釉刻線文陶器鉢、黄釉刻
線文陶器、14 世紀の中国青磁碗、14 〜 15 世紀のイ
ラン緑釉陶器鉢、15 世紀のミャンマー青磁盤、16 世









グラット Girathth (N25° 15′ 10″ ,E56° 25′ 56″ )
　グラットには平坦地に接する小丘上に石積み基礎が
残り、イスラーム時代の陶磁器片が採集された家跡で






コリヤ Qurayya Fort (N25° 14′ 05″ , E56° 21′ 03″ )
　コリヤには砦が残る。円形塔と家跡は北緯 25° 14′
05″ , 東経 56° 21′ 03″に位置する。
ワジ・サファド Wadi Safad 
　ワジ・サファドの谷を見下ろす丘上に石積み基礎の
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Qidfa. Iraqi archaeological team had excavation in 1975. They found stone walled 




Figure 3  Qidfa and Girath.
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Figure 4  Wadi Safad,, Al Hala and Salah.
− −




Figure 5  Wadi Farfar and Wadi Saham.
Wadi Saham
Iron age tomb in Wadi Saham
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Al Hayl palace








Watch tower, seen from Al Hayl tower.
Figure 7   Al Hayl.
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塔跡や家跡が残る。
ビスナ Bithnah (N25° 10′ 59″ , E56° 14′ 03″ )






落ちていることを確認していた。砦は北緯 25° 10′ 59″ , 






　Ann Benoist (French archaeological Mission in 
the U.A.E., CNRS) が実施したイスラーム時代以前の
ビスナ遺跡発掘が 2001 年と 2003 年の春に行われ、
発掘目的である鉄器時代Ⅱ期の土器と共にイスラー
ム陶器片も出土した。Ann Benoist 及び Ahmed Al-
Shamsi, Salah Ali Hassan ( フジェイラ博物館）の許
可のもとに、2003 年 8 月出土品の観察撮影をフジェ
イラ博物館で行った。
　P. Corboud (Swiss-Liechtenstein foundation for 
archaeological research abroad) はビスナ及び付近















る。オワラではすでにオーストラリア [Potts 1996] と
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